
「教師力向上」教育実践力継承事業
（平成20年度～2６年度）開発実践校及び指導顧問一覧

平成２０年度

教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問

乙 訓 大山崎町立 地域の願い、保護者の期待を受け止め、児童の心 名城大学大学院
大山崎小学校 に寄り添う学級経営、確かな学力を高める授業、学 木岡 一明研究科長

校全体の組織体制の活性化につながる教師力の向上

山 城 京田辺市立 地域の願い、保護者の期待を受け止め、児童の心 京都教育大学
松井ヶ丘小学校 に寄り添う学級経営、確かな学力を高める授業、学 榊原 禎宏教授

校全体の組織体制の活性化につながる教師力の向上

びわこ成蹊スポーツ南 丹 南丹市立 授業研究の活性化による教師力の向上
大学教授・筑波大学園部中学校 ～学習意欲の向上と思考力、判断力、表現力を育成

する授業の工夫～ 山口 満名誉教授

中 丹 福知山市立 確かな教師力のもと職場を活性化させ、学校力を 兵庫教育大学大学院
惇明小学校 向上する 浅野 良一教授

学校の課題解決につなげる組織的な人材育成につ 京都教育大学丹 後 京丹後市立
いて～システムの構築と実践を通して、協働意識・ 榊原 禎宏教授大宮中学校
教育実践力を高める～

平成２１年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 大山崎町立 「教職員に求められる専門性・社会性を高 ◎名城大学大学院
教育局 大山崎小学校 め、組織の活性化を図る人材育成」 木岡 一明研究科長

～理科教育を通して～ ○大阪教育大学（２年目）
木原 俊行 教授

山城 久御山町立 「耕心」 ◎大阪教育大学
教育局 久御山中学校 知恵を耕し、心を耕す授業づくり 木原 俊行 教授

～確かな学力の充実と向上をめざして～ ○名城大学大学院
木岡 一明研究科長

南丹 南丹市立 「質の高い学力を育成するための授業研究 ◎筑波大学
教育局 園部小学校 の充実と、授業改善を通して人材育成」 山口 満名誉教授

○京都教育大学
榊原 禎宏教授

中丹 福知山市立 確かな教師力のもとに職場を活性化させ ◎兵庫教育大学大学院「 、
教育局 惇明小学校 学校力を向上する」 浅野 良一教授

○筑波大学
山口 満名誉教授

丹後 与謝野町立 「学校の課題解決につなげる授業研究を中 ◎京都教育大学
教育局 江陽中学校 心とした組織的な人材育成」 榊原 禎宏教授

○兵庫教育大学大学院
浅野 良一教授



平成２２年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 長岡京市立 教職員に求められる専門性・社会性を高 ◎名城大学大学院
教育局 長岡第七小学 め、組織の活性化を図る人材育成 木岡 一明研究科長

校 ～国語教育の研究を中心として～ ○大阪教育大学
木原 俊行 教授

山城 久御山町立 「耕心」 ◎大阪教育大学
教育局 久御山中学校 知恵を耕し、心を耕す授業づくり 木原 俊行 教授

～確かな学力の充実と向上をめざして～ ○名城大学大学院（２年目）
木岡 一明研究科長

南丹 亀岡市立 教育課題解決につなぐ指導力の向上を図る ◎筑波大学
教育局 南つつじヶ丘 人材育成システムの構築 山口 満名誉教授

小学校 ～教育実践力をはぐくむ学校組織の確立～ ○京都教育大学
榊原 禎宏教授

中丹 綾部市立 組織が人を育てる ◎兵庫教育大学大学院
教育局 綾部小学校 ～職員間交流の活性化から実践へ～ 浅野 良一教授

○筑波大学
山口 満名誉教授

丹後 与謝野町立 学級経営力を身に付け、児童の学力の向上 ◎京都教育大学
教育局 岩滝小学校 を図る 榊原 禎宏教授

○兵庫教育大学大学院
浅野 良一教授

平成２３年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 長岡京市立 教職員に求められる専門性・社会性を高 ◎名城大学大学院
教育局 長岡第七小学 め、組織の活性化を図る人材育成 木岡 一明研究科長

校 ～国語教育の研究を中心として～ ○大阪教育大学
木原 俊行 教授(２年目）

山城 精華町立 学ぶ意欲の向上と自らの考えを表現できる ◎大阪教育大学
教育局 精華西中学校 授業の創造 木原 俊行 教授

○名城大学大学院
木岡 一明研究科長

南丹 亀岡市立 時代の変化と教育課題に対応する指導力の ◎筑波大学
教育局 大井小学校 向上を図る人材育成システムと学校組織の 山口 満名誉教授

構築 ○京都教育大学
榊原 禎宏教授

中丹 舞鶴市立 教員の指導力向上を図る人材育成の取組 ◎京都教育大学大学院
教育局 明倫小学校 竺沙 知章教授

○筑波大学
山口 満名誉教授

丹後 宮津市立 学ぶ意欲や規範意識の向上に向けた学級経 ◎京都教育大学
教育局 宮津中学校 営力の向上 榊原 禎宏教授

○兵庫教育大学大学院
浅野 良一教授

府立 宮津高等学校 校内での人材育成システムづくり「天・橋 ◎兵庫教育大学大学院
・立」～天橋師塾の活動を通して～ 浅野 良一教授

○京都教育大学大学院
竺沙 知章教授



平成２４年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 長岡京市立 基礎学力の向上に向けての教員の授業力向 ◎大阪教育大学
教育局 長岡第二中学 上とPDCAサイクルに基づいた学校組織へ 木原 俊行 教授

校 の変革 ○名城大学大学院
木岡 一明研究科長

山城 京田辺市立 教職員の授業力と学校の組織力の向上～授 ◎大阪教育大学
教育局 培良中学校 業改善と教職員研修の充実 OJTの活用 木原 俊行 教授

を通して～ ○名城大学大学院
木岡 一明研究科長

南丹 京丹波町立 質の高い学力を育成するための指導の在り ◎筑波大学
教育局 瑞穂小学校 方～算数科の重点研究と個人研究を結んで 山口 満名誉教授

～ ○京都教育大学
榊原 禎宏教授

中丹 舞鶴市立 教師力向上を図る校内研究推進のあり方 ◎京都教育大学大学院
教育局 明倫小学校 （人材育成の波及を目指して） 竺沙 知章教授

（２年目） ○筑波大学
山口 満名誉教授

丹後 京丹後市立 「協働と信頼」づくりをテーマにして学校 ◎京都教育大学
教育局 峰山小学校 力を高め、学校の地力、基盤をより一層高 榊原 禎宏教授

めるための人材育成～３つの場面での研究 ○兵庫教育大学大学院
と実践を通して～ 浅野 良一教授

府立 莵道高等学校 「チーム莵道」の育成に向けた教職員の指 ◎兵庫教育大学大学院
導力の向上～若手教員の人材育成に向けた 浅野 良一教授
取組を通して～ ○京都教育大学大学院

竺沙 知章教授

平成２５年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 長岡京市立 基礎学力の向上に向けての教員の授業力向 ◎大阪教育大学
教育局 長岡第二中学 上とPDCAサイクルに基づいた学校組織へ 木原 俊行教授

校 の変革 ○名城大学大学院
(２年目） 木岡 一明教授

山城 京田辺市立 教職員の授業力と学校の組織力の向上～授 ◎大阪教育大学
教育局 培良中学校 業改善と教職員研修の充実 OJTの活用 木原 俊行教授

(２年目） を通して～ ○名城大学大学院
木岡 一明教授

南丹 京丹波町立 質の高い学力を育成するための指導の在り ◎京都教育大学
教育局 瑞穂小学校 方～算数科の重点研究と個人研究を結んで 徳岡 慶一教授

(２年目) ～ ○京都教育大学
榊原 禎宏教授

中丹 福知山市立 職場を活性化させ、児童の変容につなぐ確 ◎京都教育大学大学院
教育局 大正小学校 かな教師力をもとに、学校力を向上する 竺沙 知章教授

○筑波大学
山口 満名誉教授

丹後 伊根町立 ◎京都教育大学伊根中：基礎的・基本的な知識・技能の習得に重点を

教育局 伊根中学校 榊原 禎宏教授置き、生徒の希望進路の実現を目指した教員の授業力

本庄中学校 ○兵庫教育大学大学院向上を図る.

浅野 良一教授本庄中：生徒一人ひとりが意欲的に授業に参加し、少
、人数の中で自分の考えを率直に出して表現することで

知識や技能の力量を高める。

府立 東稜高等学校 特色ある教育活動の実践を通して学ぶ『企 ◎兵庫教育大学大学院
画運営の方法と組織の動かし方』～若手教 浅野 良一教授
員の人材育成に向けた取組を通して～ ○京都教育大学大学院

竺沙 知章教授



平成２６年度

（ ）教育局 学校名 実践テーマ 指導顧問 ◎主担当 ○副担当

乙訓 長岡京市立 学力向上の為の教師力・授業力の育成 ◎大阪教育大学
教育局 長 岡 第 九 小 ・向上 教授 木原 俊行

学校 教職員の対応力の向上 ○名城大学大学院
職員を束ねるミドルリーダーの育成 教授 木岡 一明

山城 木津川市立 教員の指導力向上を図る人材育成の取 ◎京都教育大学
教育局 梅 美 台 小 学 組 教授 徳岡 慶一

校 ○大阪教育大学
教授 木原 俊行

南丹 亀 岡 市 立 詳 研修会の活性化 ◎名城大学大学院
教育局 徳中学校 授業改善への意識の向上 教授 木岡 一明

○佛教大学
准教授 小林 隆

中丹 福知山市立 自己指導能力が育つ学校文化の構築 ◎京都教育大学大学院
教育局 大正小学校 教授 竺沙 知章

○京都教育大学
教授 徳岡 慶一

丹後 京丹後市立 学びスタイルの確立と活用能力の向上 ◎佛教大学
教育局 網野中学校 准教授 小林 隆

橘中学校 ○兵庫教育大学大学院
教授 浅野 良一

府立 府 立 東 舞 鶴 授業力向上に関する取組を通しての人 ◎兵庫教育大学大学院
高等学校 材育成（価値ある１時間を産み出す教 教授 浅野 良一

員の育成） ○京都教育大学大学院
教授 竺沙 知章


